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戸籍年金係8番窓口　☎77－8378

厚生年金保険や付加保険料制度
について
厚生年金保険を喪失した方へ
　厚生年金保険に加入している被保険者が会社等
を退職したときには、国民年金に加入する手続き
が必要です。また、被保険者の扶養配偶者も手続
が必要になります。必要な書類は次のとおりです。
①退職年月日がわかるもの（離職票等）
②マイナンバーカード・年金手帳または基礎年金
　番号通知書
　国民年金保険料の免除申請を希望される方は、
離職票または雇用保険受給資格者証等が必要にな
ります。

付加保険料制度について
　国民年金の保険料に加えて付加保険料（月々
４００円）を納めることにより、老齢基礎年金に
付加年金が上乗せされる制度です。
　付加保険料を納めるためには、申し込みが必要
です。申し込みをした月分から付加保険料を納め
ることになります。
届出先
戸籍年金係8番窓口　☎77－8378
北見年金事務所　☎ 0157-25-9635
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地域の安心と笑顔を守る

津別消防団

消防団員募集
　津別消防団では、消防団員を募集しています。津別で暮らすあなただからこそ、地域防災の担い手として
活動してみませんか？

●消防団とは
　市町村に設置される公の機関で、消防署と連携　
　して活動します。

●活動内容
　消火活動はもちろん、地震や風水害など大規模
　災害時の救助・救出等に当たります。また、平
　常時は各種訓練や予防活動を行っています。

●消防団員の身分
　消防団員は権限と責任を有する非常勤特別職の
　地方公務員です。

●消防団員の処遇
　消防団活動に対して、支払われる報酬や、在団
　五年以上の方に支払われる、退職報償金などが
　あります。また、活動中の怪我等に対する公務
　災害補償制度もあります。

●入団資格
　▶津別町に居住している人
　▶年齢 18 歳以上の心身ともに健康な人

●その他
　男性消防団員、女性消防団員ともに募集してい
　ます。

問い合わせ先
　津別消防署　総務担当　☎７６―２１８９

タウンニュースつべつにて、消防団について放
送されています。ぜひご覧ください。
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津別への移住１年目の新
参者。
北海道の環境と食の豊か
さに魅せられた２０代。

安部 勇人安部 勇人

ごみ広報 津別町・津別町環境衛生推進協議会
問い合わせ先　住民企画課　住民環境係12番窓口　☎77－8377

８月のリサイクル回収を実施します

お供え物はお持ち帰りください

ごみ袋が不足しています

　もう一度着れる、使えるものを目安としてリサイ
クル回収を下記の日程で行います。
　汚れや臭いのひどいもの、破れているもの、濡れ
ているもの、布団、カーテン、ドレス衣装、和服一
式、下着などは回収できません。
※洋服を入れていた袋、油を入れていた容器は、持
　ち帰っていただきます。

　これからお盆の時期を迎え、お墓参りに行かれる方が多くなりますが、お墓参りをされた
後はお供え物や掃除道具は持ち帰るようにしてください。特にお供え物は放置していると腐
敗による害虫発生や野生動物に荒らされる危険性があります。また、山間の墓地では熊の餌
場となる可能性があります。お供え物のお持ち帰りにご協力をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、海外で生産されたごみ袋の輸入が停止となっています。津別町
のごみ袋は、国内産を使用していますが、輸入品を使用していた他の自治体が一斉に国内品に切り替えたこ
とで、生産が追い付かず納品が遅れている状況となっており、津別町のごみ袋の納品は８月末の予定となっ
ています。　これらの状況から、生ごみ３リットルの指定ごみ袋が不足した際には、生ごみ５リットルの指
定ごみ袋に切り替えていただけますよう、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

日　程　８月２０日（土）
時　間　午前９時～午前１１時まで
場　所　スポーツ交流館（旧島崎家具店）
回収物　●衣類　●バッグ　●靴　●子供服
　　　　●タオルケット　●毛布　●食用廃油


